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① 当該防火対象物の名称（決定していない場合は，仮称でもよい。）を記入

する。 

② 当該防火対象物の所在地を記入する。 

③ 令別表第1 の該当する用途を記入する。…（例）⑶項ロ 

④ 該当するものを○で囲み，その他の（ ）内は建基法上の構造を記入する。 

⑤ 各階の用途（複数の用途が混在する場合は主用途）を記入する。 

⑥ 規則第1 条により，算出した人員若しくは現収容人員（従業員数等）を記

入する。 

⑦ 無窓階の有無を記入する。 

⑧ は・袋・緩以外の器具は，横線を引き該当器具の例により記入する。… 

（例）は 台 

  避難器具の略称例：滑り台は「台」，避難用タラップは「タ」，避難橋は

「橋」，滑り棒は「棒」，避難ロープは「ロ」 
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⑨ 当該器具の検定，認定の型式番号を記入する。…（例）たい～078号，降 

第6～1号，は第6～4号 

⑩ 設置場所の用途，構造を記入する。…（例）ベランダ，鉄筋コンクリート 

⑪ 固定位置（柱，床，はり，壁等）を記入する。 

⑫ ボルト締め，溶接等を記入する。 

⑬ 避難器具の取付け具及び同固定部を設計する際の基本荷重を記入する。 

⑭ 固定部材（鋼材等）の許容応力度を記入する。 

⑮ 減免の根拠規定その他の特記事項を記入する。…（例）規則第 26 条第 2 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


